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平成16年度県予算「人とくらしの元気予算」
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平
成
十
六
年
度
の
県
の
予
算
編
成
は
、

国
と
地
方
の
三
位
一
体
改
革
※
１
が
進
め

ら
れ
る
な
か
で
、
国
か
ら
地
方
へ
の
支
出

が
抑
制
さ
れ
、
地
方
交
付
税
※
２
な
ど
が

大
幅
に
削
減
さ
れ
る
と
い
う
、
こ
れ
ま
で

に
な
い
極
め
て
厳
し
い
財
政
環
境
の
も
と

で
の
編
成
と
な
り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
状
況
の
な
か
で
、
県
民
新
世

紀
計
画
に
基
づ
く
施
策
を
進
め
、
県
政
の

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
く
た
め
に
、
歳
入（
収
入
）の
確
保
と

歳
出
（
支
出
）の
徹
底
し
た
見
直
し
に
努

め
、
最
少
の
経
費
で
最
大
の
効
果
が
発
揮

で
き
る
よ
う
努
力
し
ま
し
た
。

夢
と
希
望
を
も
て
る
予
算
に

今
回
の
予
算
編
成
で
は
、
極
め
て
厳
し

い
財
政
環
境
の
な
か
で
も
県
民
の
皆
さ
ん

が
夢
と
希
望
を
も
て
る
よ
う
、
元
気
で
豊

か
な
人
づ
く
り
、
本
県
の
発
展
の
基
盤
づ

く
り
、
景
気
・
雇
用
対
策
や
安
全
・
安
心

な
地
域
づ
く
り
な
ど
当
面
の
緊
急
課
題
に

対
応
す
る
施
策
に
重
点
を
お
き
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
施
策
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て

は
、
行
財
政
改
革
に
積
極
的
に
取
り
組

み
、
組
織
機
構
、
外
郭
団
体
、
事
務
事
業

の
見
直
し
を
進
め
、
よ
り
少
な
い
人
員
・

経
費
で
、
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し

て
い
き
ま
す
。

厳
し
い
財
政
状
況
と
財
源
対
策

県
の
歳
入
の
大
き
な
柱
で
あ
る
県
税
※
３

は
、あ
ま
り
大
き
な
伸
び
を
期
待
で
き
ま
せ

ん
。
ま
た
、
三
位
一
体
改
革
に
よ
り
地
方

交
付
税
な
ど
の
一
般
財
源
※
７
が
、
平
成

十
五
年
度
に
比
べ
二
百
五
十
五
億
円
の
減

額
と
な
る
な
ど
、
多
額
の
歳
入
が
不
足
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た（
図
１
）。

こ
の
た
め
、
徹
底
し
た
歳
出
の
抑
制
に

努
め
、
歳
入
で
は
県
の
貯
金
で
あ
る
基
金

を
百
五
十
億
円
取
り
崩
す
ほ
か
、県
債
※
４

の
活
用
を
図
り
ま
し
た
。
県
債
に
つ
い
て

は
、前
年
度
を
下
回
る
額
に
抑
え（
図
２
）、

か
つ
返
済
の
た
め
の
資
金
が
地
方
交
付
税

で
少
し
で
も
多
く
手
当
て
さ
れ
る
も
の
を
活

用
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

県債（県の借入金）の残高は、特例債の発行が増加したた
め、平成15年度末より1.5％増加し、16年度末で9,600
億円程度となる見込みです。しかし、そのうち通常債の残
高については、16年度末の見込みが約8,360億円で、13
年度末の8,623億円をピークに減少してきています。

16151413121110987 年度�

億円�

図1 一般会計当初予算（歳入）の推移�
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※１［三位一体改革］国庫補助金・負担金の廃止・削減、地方への税源
の移譲、地方交付税の縮減の三つを同時に行うことで、国から地
方への分権を進め、行政を効率化し財政再建を図るもの

※２［地方交付税］標準的な行政サービスを提供するために必要な税収
が不足している地方公共団体に対して、国から所得税などの国税

平
成
十
六
年
度
の
重
点
施
策�

●

県
民
の
さ
ま
ざ
ま
な
元
気
活
動
へ
の
取
組

み
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
N
P
O
活
動
の
支
援

な
ど
の
元
気
と
や
ま
推
進
施
策�

●

小
児
救
急
医
療
の
整
備
充
実
な
ど
の
元
気

な
子
ど
も
施
策�

●

生
き
が
い
対
策
や
在
宅
福
祉
な
ど
の
元
気
な

高
齢
者
施
策�

●「
歩
く
」
こ
と
に
よ
る
健
康
づ
く
り
な
ど
の

健
康
・
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
施
策�

●

地
域
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ケ
ア
活
動
の

支
援
な
ど
の
地
域
総
合
福
祉
施
策�

●

小
学
校
低
学
年
で
の
「
三
十
五
人
学
級
」
の

実
施
な
ど
の
教
育
施
策�

●

北
陸
新
幹
線
や
富
山
空
港
、伏
木
富
山
港

の
整
備
、地
域
交
通
の
活
性
化
対
策
な
ど

の
交
通
体
系
の
整
備�

●

N
O
W
P
A
P
本
部
事
務
局
の
運
営
支
援
、

大
連
事
務
所
の
設
置
な
ど
の
環
日
本
海
施
策�

●

公
共
事
業
、県
単
独
建
設
事
業
、福
祉
・
教

育
施
設
の
整
備
へ
の
取
組
み
、中
小
企
業
金

融
対
策
の
拡
充
な
ど
の
景
気
対
策�

●

バ
イ
オ
推
進
戦
略
会
議
の
設
置
、企
業
誘
致

の
推
進
な
ど
の
新
産
業
・
ベ
ン
チ
ャ
ー
の
創
出�

●

緊
急
雇
用
創
出
特
別
基
金
の
活
用
な
ど
の

雇
用
対
策�

●

警
察
官
の
増
員
な
ど
の
安
全
・
安
心
な
地

域
づ
く
り�

●

B
S
E（
牛
海
綿
状
脳
症
）や
高
病
原
性
鳥

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
検
査
・
予
防
な
ど
の
食

品
の
安
全
対
策�

元
気
で
豊
か
な
人
づ
く
り
の
総
合
的
な
推
進�

当
面
の
緊
急
課
題
へ
の
的
確
な
対
応�

発
展
の
基
盤
づ
く
り
や
環
日
本
海
の�

中
央
拠
点
づ
く
り
の
計
画
的
な
推
進�

ナ

ウ

パ

ッ

プ

�

平
成
十
六
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度
県
予
算

特
集

一
般
会
計
当
初
予
算
は

五
、
五
三
七
億
円
で
、

五
年
連
続
減
額
に
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依

存
財源

自主財

源

平成16年度一般会計当初予算

収入の一部が交付されるお金。地方公共団体が使い道を決めるこ
とができる。

※３［県税］県民税や事業税などの県が徴収する税金

※４［県債］道路や学校など長い期間利用できる公共施設の整備のために、
県が借り入れるお金で、将来利用する住民にも費用を負担してもらう

もの（通常債）。これ以外に、国の地方交付税の財源が不足している
ために、県がお金を借り入れる臨時財政対策債などがある（特例債）。
なお、返済のためのお金は、通常債の多くは地方交付税で手当てされ、
特例債については全額地方交付税で手当てされる。

※５［国庫支出金］国が使用目的を特定して交付するお金で、国庫補助
金・負担金などがある。

※６［公債費］県債の返済に使うお金

※７［一般財源］使い道について制限がなく、いろいろな経費に充てるこ
とができる収入。これに対して補助金など使い道が限られているも
のを「特定財源」という。

用
語
解
説



福
　
祉�

交
　
通�

健
　
康�

文
　
化�

元
気
で
創
造
性�

豊
か
な
人
づ
く
り�

安
全
・
安
心
で
快
適
な�

暮
ら
し
づ
く
り�

元
気
と
や
ま�

教
　
育�

富
山
県
の
発
展
と
県
民
福
祉
の
向
上
を
め
ざ
し
ま
す�

平
成
十
六
年
度
に
県
が
取
り
組
む
主
な
事
業
を
、人
材
、生
活
、環
境
、

産
業
、国
際
の
五
つ
の
立
県
構
想
に
沿
っ
て
紹
介
し
ま
す
。�

■
地
域
福
祉
活
動
へ
の
支
援�

七
、二
一
五
万
円�

　
家
庭
、地
域
、事
業
者
な
ど
が
連
携
し
た
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ケ
ア
※

活
動
を
充
実
さ
せ
ま
す
。

ま
た
、民
家
や
空
き
店
舗
を
活
用
し
た
活

動
の
拠
点
で
あ
る
、ふ
れ
あ
い
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
の
整
備
を
支
援
し
ま
す
。�

※
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
の
要
支
援
者
を
地
域
で
支

え
合
う
取
組
み�

■
在
宅
福
祉
の
推
進�一

一
億
九
、五
四
二
万
円�

　
介
護
保
険
対
象
外
の
高
齢
者
に
対
す
る
保

健
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
へ
の
助
成
や
、在
宅
復

帰
モ
デ
ル
研
究
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。�

■
北
陸
新
幹
線
の
整
備�六一

億
七
、九
八
九
万
円�

　
県
内
工
事
区
間
の
建
設
を
促
進
し
ま
す
。

ま
た
、南
越
ま
で
の
早
期
整
備
が
実
現
さ

れ
る
よ
う
、政
府
な
ど
関
係
機
関
に
働
き

か
け
ま
す
。�

■
富
山
駅
周
辺
と
新
高
岡
駅
（
仮
称
）
周
辺

の
整
備
　
　
　
　
　
　 

一
、〇
二
六
万
円�

　
富
山
駅
周
辺
の
連
続
立
体
交
差
事
業
※

の

着
工
に
向
け
て
、設
計
な
ど
の
諸
調
査
を

進
め
ま
す
。
ま
た
、新
高
岡
駅
（
仮
称
）
周

辺
地
区
の
整
備
計
画
の
策
定
に
向
け
た
取

組
み
に
対
し
て
支
援
し
ま
す
。�

※
神
通
川
右
岸
か
ら
都
市
計
画
道
路
大
泉
線
ま
で
の
約

二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
区
間
で
、Ｊ
Ｒ
在
来
線
と
富
山
地

方
鉄
道
線
を
高
架
化
す
る
も
の�

■
富
山
港
線
の
路
面
電
車
化
へ
の
支
援�一

億
円
�

　
路
面
電
車
化
事
業
の
た
め
に
設
立
さ
れ
る

新
会
社
に
対
し
て
出
資
な
ど
を
行
い
ま
す
。 

■
富
山
空
港
の
機
能
拡
充
の
た
め
の
整
備
と

上
海
便
の
誘
致�

一
三
億
三
、三
四
四
万
円
�

■
小
児
救
急
医
療
の
充
実�

一
、〇
一
六
万
円�

　
砺
波
地
域
に
設
置
さ
れ
る
小
児
専
門
の
休

日
夜
間
急
患
セ
ン
タ
ー
の
開
設
や
、小
児

救
急
医
療
体
制
を
整
え
る
た
め
の
協
議
会

の
設
置
へ
の
支
援
な
ど
を
行
い
ま
す
。�

■
難
病
相
談
・
支
援
セ
ン
タ
ー
の
開
設�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
二
〇
万
円�

　
難
病
患
者
や
そ
の
家
族
か
ら
の
相
談
を
受

け
付
け
る
ほ
か
、就
労
支
援
な
ど
を
行
い

ま
す（
平
成
十
六
年
十
月
開
設
予
定
）。�

■
国
際
文
化
交
流
事
業
へ
の
支
援�

 

九
、〇
〇
〇
万
円�

　
国
際
文
化
交
流
事
業
と
し
て
開
催
さ
れ
る

演
劇
祭
な
ど
を
支
援
し
ま
す
。�

　
・
ア
ジ
ア
太
平
洋
こ
ど
も
演
劇
祭（
八
月
一
日
〜
六
日
）�

　
・
B
e
S
e
T
o
演
劇
祭（
八
月
八
日
〜
二
十
一
日
）�

　
・
利
賀
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
2
0
0
4
�

　
　（
四
月
二
十
九
日
〜
五
月
四
日
）�

■
企
業
メ
セ
ナ
文
化
ホ
ー
ル
事
業
へ
の
支
援�

 

五
〇
〇
万
円�

　
公
立
文
化
ホ
ー
ル
が
企
業
と
連
携
・
協
力
し

て
開
催
す
る
芸
術
文
化
事
業
を
支
援
し
ま
す
。�

●
情
報
の
提
供
　
　  

一
、一
五
〇
万
円�

　
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
効
用
、正
し
い
フ
ォ
ー

ム
な
ど
を
紹
介
す
る
手
引
き
を
作
成
、

配
布
し
ま
す
。ま
た
、身
近
に
楽
し
め

る
コ
ー
ス
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
情
報
を

提
供
し
ま
す
。�

●
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
　
　
四
二
五
万
円�

　
水
土
里
ウ
ォ
ー
ク
や
ノ
ー
ベル
街
道
ウ
ォ
ー

ク
ラ
リ
ー
な
ど
気
軽
に
参
加
で
き
る

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。�

富
山
県
民
の
運
動
習
慣
者
※
の
割
合
は
十
九
・
三
％
で
、全
国
の
二
十
九
・
三
％
を
大
き
く
下

回
っ
て
い
ま
す（
平
成
十
二
年
調
査
）。�

普
段
、仕
事
や
家
事
で
忙
し
い
方
で
も
、手
軽
に
で
き
る
一
番
身
近
な
運
動
は
、「
歩
く
」こ
と

で
す
。�

県
で
は
、皆
さ
ん
に
運
動
す
る
習
慣
を
少
し
で
も
身
に
つ
け
て
い
た
だ
く
た
め
、歩
く
こ
と
に

よ
る
健
康
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。�

開
催
日
／
五
月
三
十
日（
日
）�

場
　
所
／
庄
川
合
口
堰
堤
周
辺�

申
込
締
切
／
五
月
二
十
日（
木
）�

●
問
合
せ
　
県
庁
耕
地
課�

　
0
7
6（
4
4
4
）3
3
7
6

み

ど

り

�

●
環
境
の
整
備�

一
億
二
、九
三
〇
万
円�

　
歩
道
の
段
差
や
勾
配
の
解
消
な
ど
に

よ
り
、歩
き
た
く
な
る
道
づ
く
り
を

進
め
ま
す
。ま
た
、マ
イ
カ
ー
だ
け
に

頼
ら
ず
、徒
歩
や
公
共
交
通
機
関
を

利
用
し
て
快
適
に
生
活
が
で
き
る
よ

う
、公
共
交
通
機
関
相
互
の
乗
り
継

ぎ
の
円
滑
化
を
検
討
し
ま
す
。�

●
B
S
E（
牛
海
綿
状
脳
症
）対
策�

二
、五
四
五
万
円��

●
食
品
検
査
の
充
実
　 

七
九
一
万
円�

　
市
販
さ
れ
て
い
る
食
品
の
ア
レ
ル
ギ
ー

物
質
や
食
肉
中
の
残
留
抗
生
物
質
の

検
査
を
実
施
し
ま
す
。ま
た
県
産
の

青
果
物
に
お
け
る
残
留
農
薬
の
自
主

検
査
を
支
援
し
ま
す
。�一

、〇
〇
五
万
円�

　
病
気
の
発
生
を
迅
速
に
発
見
す
る
監

視
体
制
の
強
化
や
検
査
体
制
の
整
備

を
行
い
ま
す
。ま
た
養
鶏
場
に
お
け

る
衛
生
管
理
の
徹
底
な
ど
、適
切
な

防
疫
措
置
を
講
じ
ま
す
。�

●
警
察
官
二
十
名
と
交
番
相
談
員
五

名
の
増
員�

●
地
域
安
全
緊
急
パ
ト
ロ
ー
ル
事
業
の

拡
充
　
　
　
　
　
六
、〇
八
八
万
円�

　
富
山
・
高
岡
の
中
心
市
街
地
や
港
湾

地
区
に
お
け
る
パ
ト
ロ
ー
ル
を
夜
間
ま

で
拡
充
し
ま
す
。�

●
防
犯
活
動
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
設
置�

六
七
五
万
円
�

　
サ
ム
タ
ー
ン
回
し
な
ど
に
よ
る
侵
入

盗
犯
の
防
止
に
つ
い
て
指
導
し
ま
す
。�

●
地
域
の
自
主
防
犯
組
織
の
活
動
へ
の

助
成
　
　
　
　
　
　

一
四
〇
万
円�

　
民
間
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
な
ど
の
自
主
防
犯

活
動
を
支
援
し
ま
す
。�

●
交
通
安
全
ふ
れ
あ
い
フ
ァ
ミ
リ
ー
事

業
の
実
施
　
　
　
二
、六
一
一
万
円�

　
幼
児
・
小
学
生
か
ら
祖
父
母
等
に
交

通
安
全
を
呼
び
か
け
る
な
ど
、高
齢

者
の
交
通
事
故
防
止
に
努
め
ま
す
。 

み

ど

り

�

　
出
荷
牛
の
全
頭

検
査
な
ど
を
引

き
続
き
実
施
し

ま
す
。�

■
知
的
障
害
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
※

の
設
置

な
ど
へ
の
支
援
　
　
　 

三
、八
三
六
万
円�

　
中
古
住
宅
な
ど
を
利
用
し
た
知
的
障
害

者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
設
置
に
助
成
す
る

ほ
か
、知
的
障
害
者
通
所
授
産
施
設
の
整

備
に
支
援
し
ま
す
。�

※
数
人
が
共
に
暮
ら
す
小
規
模
な
共
同
住
宅
の
こ
と
で
、

お
互
い
に
助
け
合
い
、家
庭
的
な
雰
囲
気
の
な
か
で
生

活
す
る
も
の�

農業用水の周辺を散策する水土里ウォーク�

え
ん  

て
い�

■
多
様
な
元
気
活
動
へ
の
支
援
　
　 

一
億
円�

県
民
の
自
主
的
な
元
気
活
動
へ
の
助
成
な

ど
を
行
い
ま
す
。�

■
多
彩
な
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
な
ど
富
山
の
魅
力

の
紹
介
　
　
　
　
　
　 

　  

八
五
〇
万
円�

富
山
県
の
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
魅
力
を
紹
介

す
る
冊
子
を
作
成
し
ま
す
。こ
の
ほ
か
メ
ー

ル
マ
ガ
ジ
ン
の
拡
充
な
ど
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ

事
業
を
推
進
し
ま
す
。�

■
小
学
校
一
年
生
に
お
け
る
三
十
五
人
学
級

の
実
施
な
ど
少
人
数
教
育
の
推
進�

二
億
七
、二
〇
九
万
円�

　
生
活
習
慣
や
学
習
態
度
を
身
に
つ
け
る
大

事
な
時
期
で
あ
る
小
学
校
一
、二
年
生
に
お

い
て
、三
十
五
人
学
級
を
段
階
的
に
導
入
、

平
成
十
六
年
度
は
一
年
生
に
お
い
て
実
施

し
ま
す
。
ま
た
、他
の
学
年
で
も
教
員
や
非

常
勤
講
師
を
増
員
配
置
し
、少
人
数
教
育

を
充
実
し
ま
す
。�

■
高
岡
地
区
生
涯
学
習
校
の
開
校�

一
二
億
八
、九
〇
九
万
円�

　
志
貴
野
高
校
に
県
民
生
涯
学
習
カ
レ
ッ
ジ

高
岡
地
区
セ
ン
タ
ー
を
併
設
し
た
高
岡
地

区
生
涯
学
習
校
を
開
校（
四
月
五
日
）し
、

県
民
の
自
主
的
な
学
習
活
動
を
支
援
し
ま

す
。�

教員と非常勤講師によるきめ細やかな指導�

※
三
十
分
以
上
の
運
動
を
週
二
回
以
上
、一
年
以
上
続
け
て
い
る
方�
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産
　
業�

雇
　
用�

環
境
と
調
和
し
た�

美
し
い
地
域
づ
く
り�

知
恵
と
技
術
が�

活
き
る
産
業
づ
く
り�

環
日
本
海
交
流
の�

中
央
拠
点
づ
く
り�

住
民
と
地
方
が
主
役
の
県
づ
く
り�

■
ご
み
ゼ
ロ
推
進
大
運
動
の
展
開�

二
、三
七
二
万
円�

生
ご
み
リ
サ
イ
ク
ル
モ
デ
ル
事
業
へ
の
支

援
や
、ご
み
ゼ
ロ
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
の
配
信

な
ど
を
行
い
ま
す
。�

■
N
O
W
P
A
P
※

本
部
事
務
局
の
活
動
支
援�

六
、三
九
〇
万
円�

※
北
西
太
平
洋
行
動
計
画
　
日
本
海
と
黄
海
の
環
境
保

全
な
ど
を
目
的
と
す
る
国
連
環
境
計
画（
U
N
E
P
）

の
取
組
み
。
本
部
事
務
局
が
富
山
市
内
に
設
置
さ
れ

る
こ
と
が
決
ま
っ
て
お
り
、日
本
海
側
で
初
め
て
の
国

連
機
関
と
な
る
。�

■
富
山
県
大
連
事
務
所
の
開
設
　
三
、八
四
八
万
円�

経
済
交
流
や
学
術
文
化
交
流
な
ど
の
業
務

を
行
う
と
と
も
に
、中
国
で
の
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
構
築
し
、県
内
企
業
、大
学
、文
化
団
体

な
ど
の
活
動
を
支
援
し
ま
す（
四
月
開
設
）。�

■
環
日
本
海
交
流
会
館
の
運
営
支
援�

 

一
、八
五
〇
万
円�

環
日
本
海
地
域
を
中
心
と
し
た
交
流
や
国

際
理
解
が
推
進
さ
れ
る
よ
う
、そ
の
運
営

を
支
援
し
ま
す（
四
月
下
旬
に
開
館
予
定
）。 

■
N
E
A
R
※

2
0
0
4
・
中
国
の
開
催�

一
、九
〇
〇
万
円�

中
国
と
の
経
済
交
流
エ
キ
ス
ポ
を
本
県
で

開
催（
九
月
）し
、中
国
と
の
経
済
交
流
を

推
進
し
ま
す
。�

※N
ortheast A

sia R
egion

（
北
東
ア
ジ
ア
地
域
）の
略�

■
県
シ
ニ
ア
国
際
協
力
事
業� 

二
、四
一
一
万
円�

優
れ
た
技
術
や
豊
か
な
経
験
を
持
つ
中
高

年
齢
者
を
北
東
ア
ジ
ア
地
域
へ
派
遣
し
、技

術
指
導
や
日
本
語
教
育
を
行
い
ま
す
。 

■
日
本
海
学
※

の
推
進
　
　
七
、〇
六
二
万
円 �

全
国
の
研
究
者
と
の
調
査
研
究
、大
学
と

の
連
携
講
座
、県
民
に
よ
る
研
究
活
動
な

ど
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の

開
催
な
ど
に

よ
り
、一
層
の

普
及･

発
展
に

努
め
ま
す
。 

※
環
日
本
海
地
域
と
日
本
海
の
過
去
、現
在
、未
来
に
わ

た
る
人
間
と
自
然
の
関
わ
り
、地
域
間
の
人
間
と
人
間

と
の
関
わ
り
を
総
合
学
と
し
て
研
究
す
る
も
の�

●
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
刷
新
し
ま
す
。�

●
県
民
の
意
見

を
広
く
募
集

す
る
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
※

や
出
前
県
庁

を
充
実
し
ま�

す
。 

※
行
政
機
関
が
重
要
な
計
画
な
ど
を
つ
く
る
時
に
、そ
の

案
を
公
表
し
、そ
れ
に
対
す
る
住
民
か
ら
の
意
見
を
考

慮
し
て
最
終
的
な
意
思
決
定
を
行
う
も
の�

●
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
申
請
・
届
出
の

受
付
を
四
月
か
ら
開
始
し
ま
す
。�

●
県
立
文
化
ホ
ー
ル
の
開
館
時
間
の
延
長
や

会
議
室
な
ど
の
料
金
体
系
の
見
直
し
を
行

い
ま
し
た（
下
表
）。�

●
県
西
部
の
運
転
免
許
証
更
新
窓
口
に
つ
い
て
、

高
岡
市
で
の
設
置
に
向
け
て
調
査
・
準
備
を

進
め
ま
す（
十
月
設
置
予
定
）。�

市
町
村
へ
の
権
限
移
譲
を
進
め
る
と
と
も
に
、

市
町
村
合
併
特
例
交
付
金
を
交
付
す
る
な

ど
、合
併
に
よ
る
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
に
向

け
た
取
組
み
を
支
援
し
ま
す
。�

行
政
改
革
に
つ
い
て
は
、三
月
二
十
七
日（
土
）

の
新
聞
朝
刊
各
紙
に
掲
載
し
た
「
県
か
ら
の

お
知
ら
せ
」で
詳
し
く
紹
介
し
て
い
ま
す
。�

●
問
合
せ
　
県
庁
財
政
課�

　
0
7
6（
4
4
4
）3
1
6
6
〜
9�

http://w
w
w
.pref.toyam

a.jp/sections/�
1105/16tosho-index.htm

l

■
県
バ
イ
オ
推
進
戦
略
会
議
の
設
置�

一
八
〇
万
円�

産
学
官
の
有
識

者
で
構
成
し
、

バ
イ
オ
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
施
策
を

戦
略
的
に
展
開

し
ま
す
。�

■
健
康
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
育
成
・
振
興
の
検
討�

二
〇
〇
万
円�

和
漢
薬
や
海
洋
深
層
水
な
ど
地
域
固
有
の

資
源
を
活
用
し
た
健
康
づ
く
り
の
た
め
の

新
し
い
健
康
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
育
成
・
振

興
に
つ
い
て
、検
討
を
進
め
ま
す
。�

■
元
気
と
や
ま
中
小
企
業
総
合
支
援
フ
ァ
ン

ド
の
設
置
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
億
円�

ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
へ
の
投
資
や
、地
域
貢
献

型
事
業（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
）に
取
り

組
む
N
P
O
法
人
な
ど
の
債
務
保
証
を
行

い
ま
す
。�

■
緊
急
雇
用
創
出
特
別
基
金
※

の
活
用�

二
〇
億
三
、一
三
一
万
円�

教
育
、環
境
、防
犯
な
ど
の
幅
広
い
分
野
で

活
用
し
、雇
用
の
創
出
を
図
り
ま
す
。�

※
県
や
市
町
村
が
事
業
を
事
業
者
に
委
託
す
る
こ
と
な

ど
に
よ
り
、臨
時
的
な
雇
用
の
機
会
を
創
出
す
る
も
の�

■
学
校
給
食
で
の
地
産
地
消
の
推
進   

四
五
八
万
円�

学
校
給
食
で
の
地
場
産
食
材
の
利
用
拡
大

や
、県
産
米
を
活
用
し
た
米
粉
パ
ン
の
導

入
に
対
す
る
支
援
な
ど
を
行
い
ま
す
。�

■
消
費
者
の
声
を
反
映
し
た
商
店
街
の
改
善�

四
〇
〇
万
円�

消
費
者
と
商
店
主
が
、や
る
気
の
あ
る
商

店
街
を
評
価
し
、各
商
店
主
と
意
見
交
換

を
行
い
な
が
ら
改
善
を
図
り
ま
す
。�

■
収
益
性
の
高
い
水
田
農
業
の
確
立�

一
億
二
、四
五
〇
万
円�

平
成
十
六
年
度
か
ら
の
新
し
い
米
政
策
に

対
応
す
る
た
め
、大
豆
、麦
な
ど
の
転
作
作

物
と
地
力
増
進
作
物
を
組
み
合
わ
せ
た
作

付
け
や
、園
芸
作
物
の
作
付
け
な
ど
に
対

し
て
助
成
し
ま
す
。�

■
産
業
廃
棄
物
の
発
生
抑
制
、再
生
利
用
な

ど
へ
の
支
援
　
　
　
　
　
　 

五
〇
〇
万
円�

事
業
者
が
循
環
型
社
会
形
成
の
た
め
に
取

り
組
む
研
究
開
発
な
ど
に
対
し
て
助
成
し

ま
す
。 �

■
と
や
ま
環
境
チ
ャ
レ
ン
ジ
10
の
実
施�

一
八
〇
万
円�

十
歳
の
児
童
が
家
族
と
と
も
に
、地
球
温

暖
化
を
防
ぐ
た
め
の
十
の
取
組
み
を
考
え
、

十
週
間
実
践
し
ま
す
。�

■
景
観
づ
く
り
の
取
組
み
へ
の
支
援�

二
、二
六
九
万
円�

景
観
条
例
に
基
づ
い
て
四
月
か
ら
大
規
模

な
建
築
・
開
発
行
為
の
届
出
制
度
を
開
始

す
る
ほ
か
、景
観
づ
く
り
の
た
め
の
住
民

協
定
の
締
結
に
対
す
る
助
成
な
ど
を
行
い

ま
す
。 �

■
都
市
と
農
山
漁
村
地
域
と
の
交
流
の
促
進 

一
億
一
、三
一
九
万
円�

体
験
農
園
施
設
の
整
備
や
指
定
さ
れ
た
重

点
地
域
で
の
交
流
活
動
に
助
成
す
る
ほ
か
、

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
作
成
、ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の

派
遣
な
ど
を
行
い
ま
す
。�

■
地
下
水
の
揚
水
量
実
態
調
査
な
ど
の
実
施�

 

二
、〇
八
〇
万
円�

地
下
水
指
針
の
改
定
の
基
礎
資
料
と
す
る

た
め
、全
県
域
を
対
象
と
し
た
地
下
水
揚

水
量
実
態
調
査
や
、富
山
地
域
と
高
岡
・
射

水
地
域
で
の
地
盤
の
水
準
測
量
調
査
を
実

施
し
ま
す
。�

テ
ン�

県立文化ホールの料金体系などの見直し� ●
引
き
続
き
政
策
評
価
を
実
施
し
、県
民
新

世
紀
計
画
の
効
果
的
、効
率
的
な
推
進
を

図
る
と
と
も
に
、質
の
高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
て
い
き
ま
す
。�

3月31日まで�

午後9時まで�

特定の時間帯ごとの�
料金設定�

4月1日から� 対象施設�

午後10時まで�

1時間単位の料金設定�
※3時間までは一定額�

廃　止�

区　分�

開館時間�

冷暖房料金�

会議室など�
の料金�

●
若
年
者
の
た
め
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
設
置�三、一

六
八
万
円�

　
若
者
の
失
業
率
が
高
く
、ま
た
就
職

し
て
も
す
ぐ
に
辞
め
て
し
ま
う
若
者

が
多
い
こ
と
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。�

　
県
で
は
、若
者
の
就
職
を
支
援
す
る

さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
を
一
箇
所
で
ま

と
め
て
受
け
ら
れ
る
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
を
富
山
労
働
局
な
ど

と
連
携
し
、七
月
に
と
や
ま
自
遊
館

に
設
置
し
ま
す
。�

　
若
者
が
気
軽
に
立
ち
寄
れ
る
よ
う
な

空
間
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。�

ナ

ウ

パ

ッ

プ

�

ニ

ア

�

ワンストップ�
サービスセンターの�

機能�

情報提供�
面接会や企業概要などの�
情報提供�

職業相談�
就職や創業の相談など�

職業意識形成�
高校生の保護者の�
意識啓発など�

職業能力開発相談�

職業訓練の紹介など�

職業紹介�
ハローワークを併設�

県民会館、教育文化会館、
高岡文化ホール、新川文
化ホール、県民小劇場（オ
ルビス）�

上記のほか、�
県民共生センター、総合
福祉会館、国際交流セン
ター、花総合センター、中
央植物園、木材利用普及
センター、立山博物館・教
算坊�

夏と冬に会議室など
の料金の20％程度
を加算�

生ごみの堆肥化に取り組む小学校�

バイオチップの開発に取
り組む工業技術センター�

職員が各地へ出向いて県の施策を
説明する出前県庁�

中国で技術指導にあたるシニアボラン
ティア�

日本海について学ぶ帆船海王丸で
の海洋教室�
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4月1日公開。イベントや観光などの行
政情報もご覧になれます。�

電子署名についての詳しい情報は�

公的個人認証サービスのホームページ�

http://www.jpki.go.jp/

県と市町村の�
電子申請のためのホームページ�

個人�

法務省「商業登記に基づく電子認証制度」のホームページ�

http://www.moj.go.jp/ONLINE/�
CERTIFICATION/index.html

会社�

図2

【イートヤマ ドットネット】�

い
つ
で
も
ど
こ
か
ら
で
も
手
続
が

で
き
ま
す

こ
れ
ま
で
、
県
へ
の
申
請
や
届
出
な
ど

の
手
続
は
、
書
類
を
郵
送
す
る
か
直
接
窓

口
に
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。
県

で
は
、
平
成
十
五
年
十
二
月
に
制
定
し
た

行
政
手
続
オ
ン
ラ
イ
ン
化
条
例
に
よ
り
、

今
年
四
月
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
申
請

や
届
出
が
で
き
る
電
子
申
請
を
開
始
し
ま

す（
図
１
）。

電
子
申
請
が
始
ま
る
こ
と
で
、
夜
間
や

休
日
を
問
わ
ず
い
つ
で
も
、
自
宅
や
職
場

な
ど
ど
こ
か
ら
で
も
、
手
続
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
電
子
申
請
は
、
県
だ
け
で

な
く
、
国
や
市
町
村
で
も
準
備
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
四
月
か
ら
は
、
県

と
市
町
村
が
連
携
し
て
電
子
申
請
の
た
め

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
図
２
）を
開
設
し
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

電
子
署
名
で
安
心
し
て
確
実
に
手

続
が
で
き
ま
す

本
人
か
ら
の
申
請
か
ど
う
か
を
確
認
す

る
た
め
に
、
書
類
へ
の
押
印
や
署
名
が
必

要
な
手
続
が
あ
り
ま
す
。
今
年
五
月
以
降

に
は
、
こ
の
よ
う
な
手
続
に
つ
い
て
も
、

「
電
子
署
名
」を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ

り
電
子
申
請
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

電
子
署
名
に
は
、
書
類
に
印
鑑
を
押
す

の
と
同
じ
効
果
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ

り
、
他
人
が
本
人
に
な
り
す
ま
し
て
申
請

す
る
こ
と
や
、
申
請
書
の
内
容
を
改
ざ
ん

す
る
こ
と
が
防
げ
ま
す
。

電
子
署
名
を
す
る
た
め
に
は
、
印
鑑
証

明
の
役
割
を
果
た
す
「
電
子
証
明
書
」
が

必
要
で
す
。
電
子
証
明
書
は
、
個
人
の
場

合
は
市
町
村
、
会
社
の
場
合
は
法
務
局
で

発
行
し
て
い
ま
す
。
電
子
署
名
を
利
用
さ

れ
る
方
は
、
あ
ら
か
じ
め
発
行
の
手
続
を

お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
　
県
庁
情
報
政
策
課

1
0
7
6（
4
4
4
）3
1
1
7

図１�

電子申請に必要なもの〈個人の場合〉�

パソコン�

リーダライタ�

インターネットへの接続�

電子証明書�
（住民基本台帳カードに記録されます）� ※電子署名の必要がない手続は、�

　電子証明書とリーダライタは不要です。�
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植
物
の
楽
し
さ
を
知
っ
て
ほ
し
い

正
面
ゲ
ー
ト
を
入
っ
て
す
ぐ
の
サ
ン
ラ

イ
ト
ホ
ー
ル
の
一
角
に
、
イ
ン
フ
ォ
メ
ー

シ
ョ
ン
コ
ー
ナ
ー
が
あ
る
。井
上
さ
ん
は
、

こ
こ
で
来
園
者
の
問
い
合
せ
に
応
え
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
一
人
だ
。

「『
見
ご
ろ
の
花
は
何
で
す
か
』『
ど
ん

な
ふ
う
に
回
っ
た
ら
い
い
で
す
か
』と
聞

か
れ
る
こ
と
が
多
い
で
す
ね
」

展
示
し
て
い
る
植
物
は
五
千
種
以
上
。

見
ご
ろ
の
花
は
季
節
に
よ
っ
て
違
い
、
一

週
間
で
変
わ
る
こ
と
も
あ
る
。
井
上
さ

ん
は
、
実
際
に
回
っ
て
確
か
め
て
か
ら

教
え
て
い
る
と
い
う
。

ま
た
、
友
の
会
会
報
誌
の
編
集
も
手

伝
っ
て
い
る
。
植
物
の
研
究
分
野
は
多

岐
に
わ
た
る
た
め
、
取
材
す
る
に
も
勉

強
が
欠
か
せ
な
い
。「
も
っ
と
知
識
を
深

め
て
、
植
物
の
楽
し
さ
を
皆
さ
ん
に
伝

え
て
い
き
た
い
」
と
井
上
さ
ん
は
語
る
。

自
分
の
楽
し
さ
と
人
の
喜
び
と

武
田
さ
ん
は
、
月
に
一
度
行
わ
れ
る

植
物
園
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
を
手
伝
っ

て
い
る
。

「
ク
イ
ズ
に
答
え
な
が
ら
見
ど
こ
ろ
を

回
れ
ま
す
か
ら
、
参
加
し
た
方
は
『
こ
う

い
う
回
り
方
も
い
い
ね
』
と
喜
ば
れ
ま

す
。
そ
ん
な
と
き
は
う
れ
し
い
で
す
ね
」

武
田
さ
ん
の
も
う
ひ
と
つ
の
活
動
は
、

き
の
こ
部
会
だ
。
西
洋
の
童
話
に
出
て

く
る
き
の
こ
に
魅
せ
ら
れ
、
学
生
時
代

か
ら
培
養
し
て
い
た
と
い
う
。

「
き
の
こ
は
、
根
元
か
ら
菌
糸
を
取
っ

て
培
養
す
る
と
、
そ
こ
か
ら
ま
た
き
の
こ

が
で
き
る
。
そ
れ
が
面
白
く
て
」

き
の
こ
部
会
は
、
年
に
四
回
観
察
会

を
行
い
、
県
内
各
地
で
採
集
し
て
い
る
。

「
皆
さ
ん
は
食
べ
る
た
め
に
き
の
こ
を

採
る
け
れ
ど
、
私
た
ち
の
目
的
は
富
山

県
に
分
布
し
て
い
る
き
の
こ
の
種
類
を
明

ら
か
に
す
る
こ
と
な
ん
で
す
」

昨
年
秋
に
は
、
空
色
の
可
愛
い
き
の

こ
「
ソ
ラ
イ
ロ
タ
ケ
」
を
採
集
。
県
内
初

の
標
本
と
な
っ
た
。

地
道
に
、確
実
に
、標
本
を
採
集

高
木
さ
ん
と
植
物
園
と
の
出
会
い
は
、

地
元
の
新
湊
で
採
集
し
た
植
物
を
持
ち

込
ん
だ
時
に
始
ま
る
。

「
研
究
員
の
方
に『
こ
れ
は
珍
し
い
』と

言
わ
れ
て
、
そ
れ
で
火
が
つ
い
て（
笑
）」

以
来
、
高
木
さ
ん
は
植
物
誌
部
会
で

知
る
ほ
ど
に
楽
し
い
。

植
物
の
奥
深
さ
に

魅
せ
ら
れ
て
。

植物誌部会は、春から秋にかけて屋外で採
集を行い、冬期に採集してきたものの種類
を確定する作業を行っている。標本は、採
集者の名前を入れて標本庫に納められる。
植物園の標本数は1万点を越えた。

活
躍
。植
物
園
は
、県
内
の
植
物
を
網
羅

し
た「
富
山
県
植
物
誌
」の
制
作
を
目
指

し
て
お
り
、
高
木
さ
ん
た
ち
は
そ
の
基
礎

と
な
る
植
物
標
本
の
採
集
や
種
類
を
確

定
す
る
作
業
を
行
っ
て
い
る
。

「
県
内
全
域
を
調
査
す
る
に
は
、
数
人

の
研
究
員
で
は
限
界
が
あ
る
。
私
た
ち

の
よ
う
な
広
が
り
が
必
要
な
ん
で
す
よ
」

高
木
さ
ん
は
、こ
れ
ま
で
絶
滅
危
惧
種

や
県
内
に
は
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
た
植

物
の
生
育
を
い
く
つ
も
確
認
し
て
い
る
。

「
土
地
開
発
な
ど
で
生
態
系
が
乱
れ
、

絶
滅
危
惧
種
は
身
近
な
と
こ
ろ
に
も
あ

る
ん
で
す
。
夢
中
で
探
し
て
い
て
、
職
務

質
問
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す（
笑
）」

植
物
の
知
識
を
学
べ
る
喜
び
と
、
貢

献
す
る
喜
び
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん

は
、
い
く
つ
も
の
喜
び
と
と
も
に
力
強
く

中
央
植
物
園
を
支
え
て
い
る
。

園内植物の解説も、ボランティア
活動のひとつ。来園された方に、
見ごろの花や植物園の特徴などの
説明を行う。

左より

井上
いのうえ

さち子
こ

さん

武
たけ

田
だ

宏
ひろし

さん

高
たか

木
ぎ

末吉
すえきち

さん

「中央植物園友の会」は、園内外での観察や学習を通して植物についての知識を
深め、植物園の活動に協力することを目的としてつくられた。植物が好きな
人々が集まり、植物誌、植物画、きのこなどの部会活動も行っている。平成11
年度から、所定の講座を受講した会員はボランティアとして認定され、植物園
の教育普及活動や調査研究活動に貢献している。現在、登録されているボラン
ティアは35名。

富山県中央植物園友の会
ボランティアの
皆さん

●
問
合
せ

富
山
県
中
央
植
物
園
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
係

1
0
7
6（
4
6
6
）4
1
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■母子家庭自立支援給付金�

富山県・富山市母子家庭等就業･自立支援センター�

月～金曜 【来所】午前 9時～午後5時 【電話】午前9時～午後8時�
土､日曜 【電話】午前10時～午後4時�

自立支援教育�
訓練給付金�

【市にお住まいの方】 市の母子福祉担当課�
【町村にお住まいの方】 県の各厚生センター�

申請窓口�

利用時間�

受講料の40%�
（8,000円～20万円）�

高等技能�
訓練促進費�

区　分� 内　容� 給付額�

看護師や介護福祉士、保育士など専門的な
資格を取得するため、2年以上養成機関で修
業する方を対象に生活費を支給�

経理事務やホームヘルパーなど県が指定し
た教育訓練講座の受講者に受講料の一部
を支給�

月額10万3,000円�
（修業期間の最後の
1/3の期間で1年間
を限度）�

富山市安住町5-21 県総合福祉会館3階 �
1076（432）4210

92004.4

皆さんから寄せられたご提言や
ご意見に対する県の考えや取組
みを紹介します。

わが家は母子家庭なのですが、子どもを預けて働きに出ようと思
っています。就職先を紹介してくれるところはありませんか？

母子家庭等就業･自立支援センターでは、母子家庭のお母さんや寡
婦の皆さんのために、就業相談や求人情報の提供を行っています。
また、就職に必要な教育訓練を受けたい方のために、その受講料の

一部を給付する制度などもあります。ぜひご利用ください。

会社から突然、辞めてほしいと言われ、とまどっています。
どこか相談できるところはないでしょうか？

県では、解雇や賃金､労働時間など労働についてのさまざまなお悩み
にお答えする労働相談を行っています。職員が相談に応じる一般労
働相談のほか、弁護士が相談に応じ

る特別労働相談があります。また、Eメール
での相談にも応じています。
相談は無料で、秘密は厳守しますので、お気
軽にご相談ください。

これからもいろいろな声をお寄せください。

〒930-8501
（住所記入不要）
｢県民のひろば｣係

はがき
TEL.076（431）3131
FAX.076（444）3300
E-mail.koho＠pref.toyama.lg.jp

県民相談電話・
FAX・
Eメール

●問合せ　県児童青年家庭課 1076（444）3209

●問合せ 県庁労働雇用課 労働相談ダイヤル 1076（444）9000

県政の動き

●深層水フォーラム、企業立地セミ
ナー、いきいき富山パフォーラム

●漫画「美味しんぼ」（富山編）制作
グループへの県イメージアップ賞
贈呈式

●緊急学卒合同就職面接会
●県新世紀行政改革懇談会

●都市農山漁村交流推進大会
●NOWPAP（北西太平洋行動計画）
富山事務所開設に向けた特別講演会

●富山－上海便開設要望団訪中
（～20日）
●景観づくり講演会

●北陸新幹線朝日トンネル貫通式
●富山バイオ賢人会議
●国道8号魚津滑川バイパス開通式

● 2月定例県議会（～3月23日）
●第1回高病原性鳥インフルエンザ
防疫対策会議

UNEP（国連環境計画）のテプファー事
務局長が来県し、富山事務所の設置に
ついて説明した。

法政大学教授の陣内秀信さんが、イタ
リアと日本のまちの比較を交えながら、
魅力ある景観づくりについて講演した。

●高岡地区生涯学習校開校

今 後 の 予 定

一般労働相談�

毎週月～金曜日� 午前8時30分～午後5時�
県庁南別館3階�
労働雇用課�

毎月第2･4火曜日� 午前10時～午後3時30分� 高岡市役所会議室�

偶数月第2火曜日� 午後1時30分～3時30分� 高岡市役所会議室�

特別労働相談�
（事前予約が�
 必要です）�

毎月第3火曜日�

Eメール労働相談  rodokoyo1@pref.toyama.lg.jp

午後1時30分～3時30分�
県庁東別館2階�
労働相談室�

区　分� 時　間�開催日� 場　所�

●県民スポーツレクリエーション祭
冬季大会

●北方領土の日記念講演会
●ベンチャープラザとやま

10社の企業が販路や資金を求めてビジ
ネスプランを発表した。



全国に紹介された�全国に紹介された�
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皆さんに郷土の良さを再発見・再認識していただくため、新聞・
テレビ・雑誌など、さまざまなメディアで全国に紹介された富山
の話題を紹介します。今回は平成16年1月～2月に紹介された
話題の中からいくつかを紹介します。なお、ここで紹介しきれな
かったものは県庁広報課のホームページでご覧になれます。

県林業技術センターが花粉症の原因となる花粉
ができないスギの育成に成功し、「はるよこい」
の名前で国に品種登録したことを紹介。2011
年に苗木500本の供給を目指している。

JR氷見線・城端線を忍者ハットリくんが走る

花粉が出ないスギ「はるよこい」 富山湾の漁り火が変わる？

インターネットで申請や届出ができる
のは、「○○申請」です。
（○○を埋めてください。）

「週刊朝日」1月23日号

富山県が全国に紹介された情報をお持ちでしたら、ぜひ県庁広報課までお知らせください。

とやまの情報お伝えします！【4月の県政番組・お知らせ】

■新聞広報「県からのお知らせ」
4月10日、24日の朝刊各紙に掲載予定
■子ども富山県広報「きときと☆キッズ」
小学校4～6年生全員に配布（春号は4月上旬）
■富山県ホームページ http://www.pref.toyama.jp/

北日本放送テレビ 毎週日曜11:00～11:30

チューリップテレビ 毎週火曜 21:55～21:58

ＦＭとやま 毎週月曜～木曜 11:30～11:40
毎週土曜 11:30～11:55

4日 富山のさくらを楽しもう
11日 みなさんの声を県政に
18日 わがまち自慢～入善町～
25日 先人からの宝物～文化財～

小学生（4～6年生）をスタジオに迎え、県内の多
彩なオンリーワンの魅力や、県民の元気な取組
みなどをクイズ形式で楽しく紹介。出場者の応
募方法などは下記ホームページをご覧ください。
http://www.bbt.co.jp/

県が取り組んでいる事業やイベントの内容など
をわかりやすくタイムリーにお知らせします。

〒930-8501（県庁専用郵便番号、住所記入不要）県庁広報課あて
1 076（444）3134  FAX 076（444）3478 E-mail koho@pref.toyama.lg.jp
ホームページ　http://www.pref.toyama.jp/sections/1101/1101.htm

人気お笑いタレント、ナインティナインの矢部浩之さん
が日本海の三大珍味を食べるために魚津市
を訪れ、底引き網漁に挑戦。深海魚の「ノ
ロゲンゲ」「タナカゲンゲ」「セッパリカジ
カ」が三大珍味として紹介された。

日本海の三大珍味

庄川町の美しさに魅せられ、東京から移り住んだ夫婦を
紹介。町の住宅奨励金などを活用して住居を構え、夫は
町の宣伝マンとして働いている。経済的には楽
ではないが、東京にいたころのようなストレス
がなく、今の生活に幸せを感じているという。

月10万円の生活費で暮らせる町

「読売新聞」1月6日

■応募方法
はがきに、クイズの答え、郵便番号、住
所、氏名、年齢と本誌の感想を記載し、
富山県庁広報課「県広報とやま4月号クイ
ズ係」まで。
締切／4月7日（水）（必着）

正解者の中から20名の方に、中央植
物園入園券（ペア）と「富山さくらの名
所」をセットでプレゼントします。
（当選の発表はプレゼン
トの発送をもってかえさ
せていただきます。なお
発送予定日は4
月8日です。）

ヒント：7ページをご覧ください。

3月中旬のキンキマメザクラから7月上旬のタカネザクラまで、富山県は日本で一番長く桜の花を
楽しむことができるそうです。普段、花には無頓着でも、なぜか桜だけは見に行きたくなってしま
います。今年は中央植物園の桜並木をゆっくりと何も考えず歩いてみようと思います。

県広報とやまは、隔月（偶数月）発行で新聞折込により各家庭にお届けします。また、県の各
施設や市町村役場、図書館、文化ホールなどでも配布しているほか、本号とバックナンバー
は、県庁広報課のホームページで閲覧することができます。

「県広報とやま」に関する
ご連絡、ご質問は

富山湾の沖合に輝くスルメイカ漁の漁り火は、光が強い
ほどよく釣れるとされている。しかし、その
大半の光は漁と無縁の大空に放たれて
おり、効率化を図るため、光の量を抑
える取組みが進められているという。

「朝日新聞」1月19日

「旬刊旅行新聞」2月21日

日本テレビ「ナイナイサイズ」1月10日

JR氷見線と城端線に「忍者ハットリくん」を描いた列車が
登場することを紹介。原作者で氷見市出身の漫画家、藤子
不二雄 Aさんの協力により実現したも
の。3両編成で、3月27日から運行が始
まり、5年間運行される予定だという。

Japan FM Network「モーニングフリーウェイ」1月7日

今後の予定

今
後
の
予
定

「土曜スペシャル“列島ふしぎ大自然！絶景ニッポンの春！（仮題）”」
北日本放送テレビ 4月11日（日）午後1：00～2：54
県内からは、富山湾のホタルイカと蜃気楼が紹介される。

「NHKのど自慢」（砺波市）
NHK総合、衛星第2、ラジオ第一　4月25日（日）午後0：15～1：00

「あっぱれ富山3（仮題）」
文化放送、北日本放送ラジオ 4月29日（木・祝）午前10：00～11：00
クロスランドおやべなどから生中継される。

富山テレビ 毎週日曜 9:00～9:30
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常願寺川公園桜まつり
【4/3（土）～11（日）10：00～16：00
（4/3のみ11：00～）】
桜に囲まれた華やかな雰囲気の中で、高所か
ら花見を楽しめる「キリンの目で花見」「ちび
っ子ふわふわ天国」「放水体験コーナー」「出
発進行！ミニＳＬ」などのイベント（土・日曜
のみ）や特産品の販売等を行います。
各イベント1回 100円（放水体験、ミニSLは

無料） ◎常願寺川�
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野見山暁治展　はるかな変容
【4/3（土）～5/23（日）】
対象の奥底を見つめ、戦後日本美術の第一線
で活躍し続ける画家、野見山暁治の初期から
最新作までの作品を展示します。
一般 900（前売700）円高・大 650円 小・中 450円★☆

※常設展示もご覧になれます。

9:30～17:00（入館は16:30まで）
月曜、祝日の翌日（4/29～5/5は無休）
常設展一般 200円高・大 160円小・中 100円★
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◎近代美術館�

●科学文化センター�
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本誌は古紙100％の再生紙を
使用しています。

次号6月号は6月6日（日）に発行予定です。

身障者用駐車場有り�

車いす用観覧席有り�

車いす対応エレベーター有り�

車いす用トイレ有り� 洋式トイレ有り� ベビーシート有り�

出入り口平坦またはスロープ有り�

休�休館・休園日�開�開館・開園時間� 数�募集人数�対�対象� 締�募集締切�料�利用料、参加料�

★土･日･祝日､教育活動での小･中･高校生の観覧､入園は無料です。
☆近代美術館､水墨美術館の前売り券（一般のみ）は､開催の前日まで各美術館､県民会館､高岡文化ホール､新川文化ホールで販売しています。

�没後20年 荒川豊藏と加藤唐九郎展
～桃山陶の美に魅せられた二人の軌跡～
【4/6（火）～5/9（日）】
桃山陶の伝統を受け継ぎながら独自の作風を
作り上げた、日本を代表する陶芸家である二
人の作品を紹介します。
一般 900（前売700）円高・大 650円 小・中 450円★☆

※常設展示もご覧になれます。
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9:30～17:00（入館は16:30まで）
月曜、祝日の翌日（4/29～5/5は無休）
常設展一般 200円高・大 160円小・中 100円★
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緑に親しむ集い
【4/29（木･祝）9：30～15：00】
しいたけの原木作り体験やナチュラリストと
の森林浴を楽しみます。
5歳以上
80名（申込順）
4/26（月）
200円（材料代）

9:00～17:00
火曜、祝日の翌日（5/4、5は開館）
無料

森林科学館◎�

安川�

権正寺�

至婦中�

至庄川�

至高岡�

至砺波市街�
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春の金剛堂山登山
【5/22（土）～23（日）】1泊2日
利賀村最高峰の金剛堂山に登り、新緑の自然
を満喫します。
50名（申込順）
4/12（月）～5/12（水）
一般 3,500円小・中 3,000円
（宿泊・食事代、保険料）

利賀少年�
◎自然の家�
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小牧ダム�

9:00～17:00
月曜､祝日の翌日、5/6、15～18（4月は無休）
日帰り90円

宿泊小･中 340円 25歳以下 670円 26歳以上 1,020円
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利賀フェスティバル2004
【4/29（木･祝）～5/4（火･祝）】
日本、インド、アメリカの気鋭の舞台芸術家が
競演します。
舞台公演／「道成寺」「かもめ」

「カタカリ・ダンス」
「Go True West」など

※このほか、シンポジウム、公開討論などを開催
舞台公演 3,000円～　

※全席自由（要予約）
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企画展「古代へのとびら」
【4/1（木）～9/16（木）】
旧石器時代から中世に至る各時代の人々の生
活を、出土した土器や石器などを通して紹介
します。
無料 R8

●公文書館�
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図書館
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夜桜観賞
【ソメイヨシノの満開日2日間 18:00～】
ライトアップされた夜桜を観賞します。
終日入園料無料　※実施日はお問い合せください。

日曜植物案内
【4/4（日）11：00～12：00】

植物園オリエンテーリング
【4/18（日）10：30～12：30】 R359
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中央植物園�
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9:00～17:00（入園は16:30まで）
木曜（4/29～5/5は無休）
一般 600円小･中 300円★
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趣味の木工教室
【4/3（土）、4（日）、10（土）、11（日）
土曜13：30～16：30 日曜9：00～12：00】
糸のこぎりを使用して、五月人形を製作します。
20名（申込順）
各開催日の前日まで
1,500円（材料代）

9:00～16:30
火曜、祝日の翌日（4/29～5/5は無休）
工作室一般 220円小・中 110円
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みどりの散歩道
【4/29（木･祝）13：00～16：00】
ナチュラリストと一緒に園内を散策します。
100名（申込順） 4/23（金） 無料

世界の版画名作展
【5/30（日）まで10：00～17：00（5/1～5は18：00まで）】
ルオーやピカソなど、20世紀の版画作品を展
示します。
無料
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春 森の恵み
【5/8（土）10：00～15：00】
しいたけ栽培の体験や山菜など春の味覚を採
集し、自然の恵みを堪能します。
50名
4/9（金）～28（水）
750円（保険料、活動費）

9:00～17:00
月曜、祝日の翌日、5/3～5（5/6は開館）
日帰り90円

宿泊小･中 340円 25歳以下 670円 26歳以上 1,020円

 ◎�
砺波青少年の家�

●�
砺波学園�

●砺波ロイヤルホテル�

三合神社�
   ○�

●�
県民公園�
頼成の森�

R359

至新湊� 至富山�

至井波�

安川�

千光寺�
�

数�
締�
料�

開�
休�
料�

�高
岡
市
二
上
20-

1
1
0
7
6
6（
2
1
）0
0
0
1

二
上
青
少
年
の
家

春の楽しさ発見！
【5/16（日）9：00～15：00】
ナチュラリストの案内で春の自然を学びます。
小学生以上（小学4年生以下は保護者同伴）
80名（申込順）
4/20（火）～5/7（金）
500円（食事代、教材費）
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至
富
山�

至
新
湊�

小
矢
部
川�

9:00～17:00
月曜、祝日の翌日、4/11、5/3～6（4/12は開館）
日帰り90円

宿泊小･中 340円 25歳以下 670円 26歳以上 1,020円

開�
休�
料�

対�
数�
締�
料�

昨年の舞台公演より昨年の舞台公演より
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